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S2 補 Ⅵ-2-6-5-37 R0 

【格納容器代替スプレイ流量（FX2B5-2A）の耐震性についての計算結果】 

1. 重大事故等対処設備

1.1 設計条件 

機器名称 設備分類 
据付場所及び床面高さ 

(m) 

固有周期(s) 弾性設計用地震動Ｓｄ又は静的震度 基準地震動Ｓｓ 
周囲環境温度 

(℃) 水平方向 鉛直方向 
水平方向 

設計震度 

鉛直方向 

設計震度 

水平方向 

設計震度 

鉛直方向 

設計震度 

格納容器代替スプレイ流量 

（FX2B5-2A） 

常設耐震／防止 

常設／緩和 

原子炉建物 

EL 15.3＊1 
0.05 以下 0.05 以下 ― ― ＣＨ＝1.59＊2 ＣＶ＝1.58＊2 100 

1.2 機器要目 

部材 
ｍ 

(kg) 

ｈ１ 

(mm) 

ｄ 

(mm)

Ａｂ 

(mm2) ｎ 
Ｓｙ 

(MPa)

Ｓｕ 

(MPa)

基礎ボルト 700
12 

(M12)
113.1 4

221 

（径≦16mm）
373

部材 
１＊

(mm) 

２＊

(mm) 
ｎｆ

＊ 
Ｆ 

(MPa) 

Ｆ 

(MPa) 

転倒方向 

弾性設計用地震動 

Ｓｄ又は静的震度 

基準地震動 

Ｓｓ 

基礎ボルト 
100 100 2

―  261 ―  側面方向 

31 231 2

1.3 計算数値 

1.3.1 ボルトに作用する力 (単位：N)

部材 

Ｆｂ Ｑｂ 

弾性設計用地震動 

Ｓｄ又は静的震度 
基準地震動Ｓｓ 

弾性設計用地震動 

Ｓｄ又は静的震度 
基準地震動Ｓｓ 

基礎ボルト ― ―

＊

注記＊1：基準床レベルを示す。 

＊2：設計用震度Ⅱ（基準地震動Ｓｓ） 

注記＊：各ボルトの機器要目における上段は正面方向転倒に対する評価時の要目を示し，

下段は側面方向転倒に対する評価時の要目を示す。
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S2 補 Ⅵ-2-6-5-37 R0 

【格納容器代替スプレイ流量（FX2B5-2B）の耐震性についての計算結果】 

1. 重大事故等対処設備

1.1 設計条件 

機器名称 設備分類 
据付場所及び床面高さ 

(m) 

固有周期(s) 弾性設計用地震動Ｓｄ又は静的震度 基準地震動Ｓｓ 
周囲環境温度 

(℃) 水平方向 鉛直方向 
水平方向 

設計震度 

鉛直方向 

設計震度 

水平方向 

設計震度 

鉛直方向 

設計震度 

格納容器代替スプレイ流量 

（FX2B5-2B） 

常設耐震／防止 

常設／緩和 

原子炉建物 

EL 15.3＊1 
0.05 以下 0.05 以下 ― ― ＣＨ＝1.59＊2 ＣＶ＝1.58＊2 100 

1.2 機器要目 

部材 
ｍ 

(kg) 

ｈ１ 

(mm) 

ｄ 

(mm)

Ａｂ 

(mm2) ｎ 
Ｓｙ 

(MPa)

Ｓｕ 

(MPa)

基礎ボルト 805
12 

(M12)
113.1 4

221 

（径≦16mm）
373

部材 
１＊

(mm) 

２＊

(mm) 
ｎｆ

＊ 
Ｆ 

(MPa) 

Ｆ 

(MPa) 

転倒方向 

弾性設計用地震動 

Ｓｄ又は静的震度 

基準地震動 

Ｓｓ 

基礎ボルト 
100 100 2

―  261 ―  側面方向 

23 223 2

1.3 計算数値 

1.3.1 ボルトに作用する力 (単位：N)

部材 

Ｆｂ Ｑｂ 

弾性設計用地震動 

Ｓｄ又は静的震度 
基準地震動Ｓｓ 

弾性設計用地震動 

Ｓｄ又は静的震度 
基準地震動Ｓｓ 

基礎ボルト ― ―

＊

注記＊1：基準床レベルを示す。 

＊2：設計用震度Ⅱ（基準地震動Ｓｓ） 

注記＊：各ボルトの機器要目における上段は正面方向転倒に対する評価時の要目を示し，

下段は側面方向転倒に対する評価時の要目を示す。



  

 




